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《 概 要 》 

近年、海外のフィラメント糸を用いた製品が増加していますが、糸の品質管理が万全でないこと

が多々あり、クレーム発生の原因となっています。本装置はフィラメント糸の静電容量を測定する

ことで、フィラメント糸の糸むらを評価する装置であり、糸むらの品質管理や糸むらに起因する欠

点解析を行うことが可能です。 

 

《 原 理 》 

本装置はフィラメント糸の静電容量を測定し、静電容量の変動からフィラメント糸の糸径変動

（U%、CV%）を算出します。 

 

《 装置外観 》 

 

連続糸径むら測定装置概観 

《 仕 様 》 

測定可能繊度：4 ～ 2000 dtex（ポリエステル糸） 

  測定速度    ：25 ～ 800 m/min 

    撚糸機構付 



《 測定例 》 

本装置では測定した静電容量の変動を示すグラフを出力し、その結果から、糸むらの指標である

U%と CV%を自動的に計算して表出力します。測定例では、ポリエステルフィラメント糸の内外層

の糸むらを測定しています。内層と外層のグラフを比較すると、外層の方が内層よりも変動が大き

く、これは糸むらが大きいことを示しています。この糸むらを数値化したのが U%や CV%であり、

表として出力されます。例えば、内層と外層の U%はそれぞれ 0.79、1.08 であり、外層の方が U%

は高く、糸むらが大きいことを示しています。この様に糸むらを数値化することができるので、試

料間の比較が容易となり、品質管理や欠点解析への利用が期待されます。 

 

内層の糸むらデータ 

 

 
 

外層の糸むらデータ 

 


